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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第84期
第１四半期
連結累計期間

第85期
第１四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 6,200,467 5,756,185 25,753,037

経常利益 (千円) 389,867 42,588 1,629,145

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 226,927 39,309 982,496

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 135,198 △20,656 851,253

純資産額 (千円) 11,406,353 11,959,372 12,122,105

総資産額 (千円) 24,617,936 24,566,466 25,348,072

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 14.40 2.49 62.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 44.7 48.0 46.9
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしてい

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在していません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の持ち直しが進んでおり、円安基調の継続、原油安の

影響もあって緩やかな回復基調が続いております。一方、欧州金融不安に加え、中国景気の減速感及び新興国経済

の減速への警戒感等もあり、先行きは不透明な状況となっております。

このような環境のもと自動車部門では、国内では登録車が消費増税の駆け込み需要反動減で苦しんだ前年に比べ

104.0％と増加しましたが、当社主力の軽自動車は自動車税増税やエコカー減税幅の縮小等による税負担の増加によ

り対前年同期比で82.0％と大幅に減少しました。 従って、国内需要全体でも前年同期比94.5％と減少しました。一

方、海外では暫定政権下のタイが引続き低迷し、インドネシアも資源相場低迷、ルピア安による資金流出・インフ

レ等による経済成長の鈍化が続いた結果、消費マインドが低下し自動車販売は約20％減少の厳しい状況にありま

す。建設機械部門においても、海外資源価格の低迷による鉱山機械需要はさらに落ち込み、中国や東南アジア市場

の低迷が続いています。また、昨年度まで好調であった北米向け輸出機の減少と小型機を除く国内需要の低迷によ

り厳しい状況が続いております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は57億５千６百万円（前年同四半期比7.2%減）となりました。

部門別では、自動車部品は42億３千３百万円（前年同四半期比5.5%減）、建設機械部品は12億円（前年同四半期比

16.4%減）、農業機械部品は１億８千６百万円（前年同四半期比33.4%増）、その他部品は１億３千４百万円（前年

同四半期比7.1%減）となりました。

　一方、損益面におきましては、売上の減少、PT.METALART　ASTRA　INDONESIA（インドネシア子会社）の立上げに

伴う生産ロスが予想を上回りグループを挙げて原価低減に努めたものの、営業利益は３千８百万円（前年同四半期

比90.0％減）、経常利益は４千２百万円（前年同四半期比89.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３千

９百万円（前年同四半期比82.7％減）となりました。
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(2)財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末に比べ７億８千１百万

円減少し、245億６千６百万円となりました。

　資産の部では、流動資産は、現金及び預金が５億６千９百万円減少、受取手形及び売掛金が１億３千７百万円減

少、電子記録債権が５億円減少、たな卸資産が５億７千５百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ

６億２千１百万円減少し、126億３千４百万円となり、また固定資産は前連結会計年度末に比べ１億６千万円減少

し、119億３千１百万円となりました。

　負債の部では、流動負債は、買掛債務支払方法の変更等により買掛金が25億５百万円減少、電子記録債務が22億

６千９百万円増加、未払法人税等が３億６千２百万円減少、賞与引当金が１億４千６百万円減少、その他に含まれ

ている未払金が２億４千７百万円減少、未払費用が３億６千６百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に

比べ５億８千８百万円減少し、117億５千３百万円となり、固定負債は、長期借入金による返済が１千８百万円減少

したこと等により前連結会計年度末に比べ３千万円減少し、８億５千３百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益３千９百万円計上による増加、剰余金の配当による１億４千１百

万円の減少、その他有価証券評価差額金が１千４百万円増加、非支配株主持分が７千８百万円減少したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ１億６千２百万円減少し、119億５千９百万円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

研究開発費発生額については、現状、費用区分が困難なため、算出していません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,786,910 15,786,910
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であります。

計 15,786,910 15,786,910 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ─ 15,786,910 ─ 2,143,486 ─ 1,641,063
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 25,000   
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 15,733,000 15,733 ―

単元未満株式 普通株式 28,910   ― ―

発行済株式総数 15,786,910 ― ―

総株主の議決権 ― 15,733 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれています。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれています。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式800株が含まれています。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱メタルアート

草津市野路三丁目２番18号 25,000 ― 25,000 0.16

計 ― 25,000 ― 25,000 0.16
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PｗCあらた監査法人により四半期レビューを受けています。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているあらた監査法人は、平成27年７月１日に名称を変更し、PｗCあらた監査

法人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,911,297 2,342,021

  受取手形及び売掛金 3,107,489 2,970,337

  電子記録債権 3,315,879 2,815,538

  製品 233,691 292,249

  仕掛品 1,169,296 1,434,326

  原材料及び貯蔵品 1,781,604 2,033,936

  未収入金 256,068 188,804

  その他 480,536 557,647

  流動資産合計 13,255,863 12,634,860

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,801,273 2,757,777

   機械装置及び運搬具（純額） 4,689,949 5,101,741

   土地 2,594,119 2,594,119

   その他（純額） 1,272,092 717,620

   有形固定資産合計 11,357,435 11,171,259

  無形固定資産 49,945 49,893

  投資その他の資産   

   投資有価証券 482,108 506,006

   その他 211,349 213,075

   貸倒引当金 △8,630 △8,630

   投資その他の資産合計 684,828 710,452

  固定資産合計 12,092,209 11,931,605

 資産合計 25,348,072 24,566,466

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 7,037,448 4,532,399

  電子記録債務 - 2,269,198

  短期借入金 3,272,000 3,272,000

  未払法人税等 462,975 100,612

  賞与引当金 306,896 160,727

  役員賞与引当金 6,000 1,500

  その他 1,257,305 1,417,378

  流動負債合計 12,342,625 11,753,816

 固定負債   

  長期借入金 320,000 302,000

  退職給付に係る負債 258,874 261,223

  役員退職慰労引当金 88,100 71,575

  資産除去債務 31,184 29,301

  その他 185,183 189,176

  固定負債合計 883,341 853,276

 負債合計 13,225,967 12,607,093
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,143,486 2,143,486

  資本剰余金 1,641,063 1,641,063

  利益剰余金 7,853,177 7,750,637

  自己株式 △8,150 △8,376

  株主資本合計 11,629,577 11,526,810

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 222,068 237,055

  為替換算調整勘定 △4,072 △281

  退職給付に係る調整累計額 39,648 39,490

  その他の包括利益累計額合計 257,644 276,264

 非支配株主持分 234,883 156,297

 純資産合計 12,122,105 11,959,372

負債純資産合計 25,348,072 24,566,466
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 6,200,467 5,756,185

売上原価 5,361,229 5,338,709

売上総利益 839,237 417,476

販売費及び一般管理費 449,954 378,537

営業利益 389,283 38,939

営業外収益   

 受取利息 590 1,823

 受取配当金 5,051 4,664

 受取ロイヤリティー 3,304 2,697

 その他 13,394 18,094

 営業外収益合計 22,341 27,279

営業外費用   

 支払利息 4,240 4,012

 為替差損 14,351 15,936

 その他 3,165 3,682

 営業外費用合計 21,757 23,630

経常利益 389,867 42,588

特別利益   

 補助金収入 - 118,276

 特別利益合計 - 118,276

特別損失   

 固定資産圧縮損 - 81,859

 特別損失合計 - 81,859

税金等調整前四半期純利益 389,867 79,004

法人税等 179,382 119,906

四半期純利益又は四半期純損失（△） 210,484 △40,901

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △16,443 △80,210

親会社株主に帰属する四半期純利益 226,927 39,309
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 210,484 △40,901

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 18,129 14,986

 為替換算調整勘定 △92,561 5,416

 退職給付に係る調整額 △853 △158

 その他の包括利益合計 △75,285 20,244

四半期包括利益 135,198 △20,656

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 179,410 57,928

 非支配株主に係る四半期包括利益 △44,211 △78,585
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日

（会計方針の変更）
　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい
う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい
う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基
準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分
変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する
方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会
計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反
映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表
示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度につ
いては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び
事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点
から将来にわたって適用しております。
　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び
事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点
から将来にわたって適用しております。
 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 325,599千円 315,239千円
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(株主資本等関係)

 

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月27日
定時株主総会

普通株式 141,862 ９ 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月26日
定時株主総会

普通株式 141,849 9 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

 

当社及び連結子会社は、ともに鍛工品製造販売の単一セグメント（連結子会社は鍛工品の製品及び当社の一部部品

加工組立を業としている。）であるため、記載を省略しています。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年6月30日)

 

当社及び連結子会社は、ともに鍛工品製造販売の単一セグメント（連結子会社は鍛工品の製品及び当社の一部部品

加工組立を業としている。）であるため、記載を省略しています。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 14円40銭 ２円49銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 226,927 39,309

   普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

226,927 39,309

   普通株式の期中平均株式数(千株) 15,762 15,760
 

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月６日

株式会社メタルアート

取締役会  御中

 

PｗCあらた監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   加　 藤　 真 　美

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   河  瀬  博  幸

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メタル

アートの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メタルアート及び連結子会社の平成27年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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